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お問い合わせ先 

投信営業部 03-6722-4810 

（受付時間：営業日の午前９時～午後５時） 

https://www.tdasset.co.jp/ 

 

〒108-0014 東  京 都 港 区 芝 ５－36－７ 

 

 

 
ＲＯＥ日本株ファンド 

愛称：ＲＯＥ（ロエ） 

 

 
第11期運用報告書（全体版） 

（決算日 2019年８月５日） 

 

 
 
 

 

お客様へ 

 

毎々格別のお引立てにあずかり厚く御礼申し上げます。 

さて、「ＲＯＥ日本株ファンド」は、2019年８月５日に

第11期決算を行いましたので、期中の運用状況をご報告申

し上げます。 

今後ともより一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上

げます。 

 

 

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2014年３月28日から2024年２月５日まで 

運 用 方 針 

わが国の金融商品取引所に上場する株式を主
要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長
を目指して運用を行います。 
企業のＲＯＥ（自己資本利益率）※に着目
し、リサーチ（個別企業の調査分析）を基
に、アクティブに個別銘柄選択を行います。 
※ＲＯＥ（自己資本利益率）とは、株主が投
資した資本に対し、企業がどれだけの利益
を上げたかを表す指標です。 

主要運用対象 
わが国の金融商品取引所に上場する株式を主
要投資対象とします。 

組 入 制 限 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 
有価証券先物取引等を行います。 

分 配 方 針 

分配金額は、分配対象額の範囲内で委託会社
が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定
します。ただし、必ず分配を行うものではあ
りません。 
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最近５期の運用実績、基準価額の推移等 

 
最近５期の運用実績 

決  算  期 

基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 
株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

純資産 
総 額 (分配落) 

税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

(参考指数) 
期 中 
騰落率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

７期（2017年８月７日） 10,701 200 10.9 1,639.27 7.8 96.9 － 1,180 

８期（2018年２月５日） 10,307 2,200 16.9 1,823.74 11.3 94.7 － 820 

９期（2018年８月６日） 9,761 0 △  5.3 1,732.90 △  5.0 97.2 － 727 

10期（2019年２月５日） 9,048 0 △  7.3 1,582.88 △  8.7 97.4 － 572 

11期（2019年８月５日） 8,822 0 △  2.5 1,505.88 △  4.9 97.8 － 502 

（注） 基準価額および分配金は１万口当たり。基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 先物比率＝買建比率－売建比率 
（注） 当ファンドはベンチマークを設定しておりません。参考指数として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）【出所：東京証券取引所】を記載して

おります。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 

年  月  日 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株  式 

組入比率 
株  式 
先物比率  騰落率 (参考指数) 騰落率 

期首（前期末） 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年２月５日 9,048 － 1,582.88 － 97.4 － 

２月末 9,165 1.3 1,607.66 1.6 97.5 － 

３月末 9,174 1.4 1,591.64 0.6 97.1 － 

４月末 9,245 2.2 1,617.93 2.2 97.7 － 

５月末 8,760 △ 3.2 1,512.28 △ 4.5 96.6 － 

６月末 8,918 △ 1.4 1,551.14 △ 2.0 97.3 － 

７月末 9,104 0.6 1,565.14 △ 1.1 97.8 － 

期   末       

2019年８月５日 8,822 △ 2.5 1,505.88 △ 4.9 97.8 － 

（注） 基準価額は１万口当たり。期末基準価額は分配金込み。騰落率は期首比。 
（注） 先物比率＝買建比率－売建比率 
（注） 当ファンドはベンチマークを設定しておりません。参考指数として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）【出所：東京証券取引所】を記載して

おります。 

 
＊ 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東証第一部上場全銘柄の時価総額を基準時の時価総額で除して算出したわが国の株式市場全体の値動

きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する一切の知的財産権その他一切の権利は株式会社東京証券取引所に帰属します。 
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当期の運用状況と今後の運用方針 

 
■ 基準価額等の推移 

 

 
第11期首 ： 9,048円 
第11期末 ： 8,822円（既払分配金０円） 
騰 落 率 ：△ 2.5％（分配金再投資ベース） 
 
（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2019年２月

５日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に

再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の

実質的なパフォーマンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用の

コースにより異なります。また、ファンドの購入価額により

課税条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を

示すものではありません。 

 
■ 基準価額の主な変動要因 

当ファンドは国内株式を主要投資対象としているため、組入銘柄の株価変動が基準価額の主な変
動要因となります。組入比率の高い銘柄が、世界景気の減速懸念や米中貿易摩擦の激化等を背景と
した株式市場の下落の影響を受けて値下がりしたため、基準価額(分配金再投資ベース)は下落しま
した。 
 
■ 投資環境 

【国内株式市況】 

期初は堅調な米国経済指標やＦＲＢ(米連邦準備制度理事会)議長が金融引締めを急がない姿勢
に転じたこと、米中通商協議の進展や中国の景気対策への期待等から投資家のリスク回避姿勢が後
退して緩やかな上昇が続きました。2019年５月に入ると米中通商協議が突如として決裂し貿易戦争
懸念から世界同時株安となる場面もありましたが、Ｇ20大阪サミットで米中首脳会談が開催される
見通しとなったことや欧米での金融緩和期待が一層高まったこと、中国への追加関税一時見送りが
発表されたことなどを好感して７月初めにかけて戻す展開となりました。その後、７月の米雇用統
計が強い内容となったことを受けて大幅利下げ期待が後退したことやトランプ米大統領が中国への
第４弾の追加関税実施を発表したことから米中貿易戦争懸念が再燃し、期末にかけて急落しました。 
 
■ 当該投資信託のポートフォリオ 

銘柄選択にあたっては、｢経済構造の変化｣、｢産業構造の変化｣、｢企業構造の変化｣に着目し売上・
利益等の成長力の観点から投資価値が高いと判断される銘柄に投資を行いました。なかでも、悪質
化するサイバー攻撃に連動して市場拡大が続く情報セキュリティ関連企業、５Ｇ(第５世代移動通
信システム)への移行で需要増が期待できるＩＴ関連企業、｢働き方改革｣により需要増が見込まれ
る人材サービス関連企業、健康寿命の長期化に貢献する技術やサービスを展開するヘルスケア関連
企業、製品競争力が高くグローバルでシェア拡大が見込まれる電子部品やＦＡ(ファクトリー・オー
トメーション)関連企業などに注目し投資しました。組入銘柄数は、概ね60～80銘柄程度で推移し
ました。参考指数と比較して相対的に組入比率の高い銘柄は伊藤忠テクノソリューションズ(情
報・通信業)、伊藤忠商事(卸売業)、朝日インテック(精密機器)、パン・パシフィック・インター
ナショナルホールディングス(小売業)、ミロク情報サービス(情報・通信業)等となりました。 
 
（注）文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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■ 当該投資信託のベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、当ファンド

の基準価額と参考指数の騰落率の対比です。 
 

 

 

当ファンドの基準価額(分配金込み)は2.5％下落、参考指数である東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)は

4.9％下落し、基準価額騰落率は参考指数を2.4％上回りました。 

業種配分効果では、参考指数に対し組入比率を高位としていたサービス業や情報・通信業の騰落

率が参考指数を上回ったこと等によりプラス寄与となりました。銘柄選択効果では、参考指数に対

し組入比率を高位としていた朝日インテック(精密機器)、エムスリー(サービス業)、日本電気(電

気機器)、伊藤忠テクノソリューションズ(情報・通信業)、ＨＯＹＡ(精密機器)が参考指数を上回

る騰落率となったこと等によりプラス寄与となりました。 
 
■ 分配金 

１万口当たりの分配金(税込み)は基準価額水準等を勘案し、見送らせていただきました。収益分

配に充てなかった利益は、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 
 
■ 今後の運用方針 

企業のＲＯＥ（自己資本利益率）の変化に着目し、ボトム・アップ・アプローチにより財務体質・

技術力・競争力等の観点から投資価値が高いと判断される銘柄に投資を行います。 
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１万口当たりの費用明細（2019年２月６日から2019年８月５日まで） 

 
費用の明細 

項目 

当期 

項目の概要 2019/２/６～2019/８/５ 

金額 比率 

平均基準価額 9,061円  期中の平均基準価額です。 

(a) 信託報酬 75円 0.825％ (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （投信会社） (    39) (0.428) 委託した資金の運用の対価 

 （販売会社） (    34) (0.375) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内での

ファンドの管理等の対価 

 （受託会社） (     2) (0.021) 運用財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

(b) 売買委託手数料 13 0.145 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 

 （株式） (    13) (0.145) 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う

手数料 

(c) その他費用 0 0.005 (c)その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

 （監査費用） (     0) (0.005) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （その他） (     0) (0.000) その他は、金銭信託に係る手数料 

合計 88 0.975  

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結
果です。 

（注） 平均基準価額の円未満は切捨て、それ以外の各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

売買および取引の状況（2019年２月６日から2019年８月５日まで） 

 
株式 

 
買       付 売       付 

株    数 金    額 株    数 金    額 

  千株 千円 千株 千円 

国   内 上   場 
113.5 413,010 192.7 464,200 

(  4.8) (     －)   

（注） 金額は受渡代金。単位未満は切捨て。ただし株数が単位未満の場合は小数で記載。 
（注） （ ）内は、株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合（2019年２月６日から2019年８月５日まで） 

 
項          目 当          期 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 877,211千円 

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 527,027千円 

(c) 売  買  高  比  率 (a)／(b) 1.66 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
（注） 単位未満は切捨て。 
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当期中の主要な売買銘柄（2019年２月６日から2019年８月５日まで） 

 
国内株式（上位10銘柄） 

買              付 売              付 

銘       柄 株 数 金 額 平均単価 銘       柄 株 数 金 額 平均単価 

 千株 千円 円  千株 千円 円 

ソフトバンクグループ 2.9 22,471 7,748 村田製作所 2.4 13,520 5,633 

デンソー 3.3 15,679 4,751 東海旅客鉄道 0.5 11,855 23,710 

信越化学工業 1.2 11,803 9,836 武田薬品工業 3 11,694 3,898 

日立製作所 3.1 11,627 3,750 スズキ 2.5 11,424 4,569 

第一三共 1.9 11,589 6,099 小糸製作所 1.9 11,342 5,969 

日本電産 0.7 10,475 14,964 ニトリホールディングス 0.8 10,831 13,539 

リクルートホールディングス 3.1 9,529 3,074 トヨタ自動車 1.5 9,860 6,573 

ダイキン工業 0.7 9,330 13,328 小松製作所 3.9 9,760 2,502 

ニチレイ 3.3 9,169 2,778 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 15.9 9,086 571 

日本電気 2.4 9,017 3,757 レンゴー 9.5 8,745 920 

（注） 金額は受渡代金。単位未満は切捨て。ただし株数が単位未満の場合は小数で記載。 
（注） 株式分割、合併等による増減分の調整は行っておりません。 

 

利害関係人との取引状況等（2019年２月６日から2019年８月５日まで） 

 
当期における利害関係人との取引はありません。 
 
（注） 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

組入資産の明細（2019年８月５日現在） 

 
国内株式 
 

銘       柄 
期首(前期末) 当   期   末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（2.9％）    
ショーボンドホールディングス 0.6 1.9 6,726 
ミライト・ホールディングス 5.1 4.8 7,420 
鹿島建設 2.6 － － 
大和ハウス工業 2.3 － － 

食料品（0.7％）    
明治ホールディングス － 0.5 3,680 

パルプ・紙（－％）    
レンゴー 6.2 － － 

化学（7.5％）    
トクヤマ 2.1 － － 
信越化学工業 － 1.1 12,001 
エア・ウォーター 3.3 － － 
日本触媒 1.1 － － 
ＫＨネオケム － 2.9 7,276 
花王 1.2 1.3 10,033 
富士フイルムホールディングス － 1 5,067 
ファンケル － 1 2,401 
ユニ・チャーム 2.3 － － 

 
銘       柄 

期首(前期末) 当   期   末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

医薬品（5.8％）    
協和キリン 2.9 － － 
武田薬品工業 1.8 － － 
中外製薬 1.1 1.2 9,120 
エーザイ 0.5 － － 
ＪＣＲファーマ 0.7 0.9 6,561 
第一三共 － 1.9 12,847 

ゴム製品（－％）    
ＴＯＹＯ ＴＩＲＥ 4.7 － － 

金属製品（－％）    
ＳＵＭＣＯ 2.2 － － 

機械（6.3％）    
アマダホールディングス － 5.5 6,061 
ディスコ 0.3 － － 
技研製作所 1.9 1.9 5,861 
小松製作所 3.1 － － 
クボタ － 4.5 7,458 
ダイキン工業 － 0.7 9,131 
ＣＫＤ － 2.2 2,365 
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銘       柄 

期首(前期末) 当   期   末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＴＨＫ 1.4 － － 
電気機器（18.4％）    

イビデン － 3.2 6,726 
日立製作所 － 2.6 9,633 
日本電産 0.5 1 13,975 
日本電気 － 2.2 10,109 
富士通 0.9 － － 
アンリツ － 1.6 3,163 
ソニー 2.5 2.5 14,427 
横河電機 3 2.1 3,889 
キーエンス 0.2 0.2 12,188 
シスメックス 1.1 － － 
太陽誘電 － 2.6 5,730 
村田製作所 0.8 0.7 3,328 
小糸製作所 1.9 － － 
東京エレクトロン 0.5 0.4 7,204 

輸送用機器（5.6％）    
デンソー － 2.1 9,534 
いすゞ自動車 4.2 － － 
トヨタ自動車 2.8 2.2 15,149 
スズキ 2 0.7 2,734 
ＳＵＢＡＲＵ 1.9 － － 
ヤマハ発動機 2.7 － － 

精密機器（4.7％）    
ＨＯＹＡ 1.3 1.5 12,022 
朝日インテック 2.1 3.8 10,970 
メニコン 1 － － 

その他製品（－％）    
バンダイナムコホールディングス 1.7 － － 

陸運業（3.8％）    
東海旅客鉄道 0.6 0.4 8,382 
ヤマトホールディングス 2 － － 
日立物流 2.1 1.8 6,066 
ＳＧホールディングス 2.3 1.6 4,347 

情報・通信業（13.6％）    
デジタルアーツ 0.7 － － 
テクマトリックス 2.2 3.5 7,945 
ヤフー 27.5 － － 
トレンドマイクロ 1 0.9 4,158 
伊藤忠テクノソリューションズ 4.6 4.2 11,852 
日本ユニシス 2 1.5 5,182 
日本電信電話 2.3 1.8 8,820 
ＫＤＤＩ － 1.9 5,215 
スクウェア・エニックス・ホールディングス 1.8 － － 
ミロク情報サービス 3.2 3.3 9,438 
ソフトバンクグループ － 2.7 14,461 

卸売業（8.0％）    
シップヘルスケアホールディングス － 1.4 6,839 

 
銘       柄 

期首(前期末) 当   期   末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

日本ライフライン 2.9 3.5 6,538 
伊藤忠商事 8.3 7.5 15,626 
三菱商事 3.9 3.8 10,275 

小売業（4.1％）    
サンエー － 0.5 2,090 
ツルハホールディングス － 0.5 5,505 
パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 1.8 0.9 6,255 
ケーズホールディングス 7.1 － － 
ニトリホールディングス 0.7 － － 
ファーストリテイリング － 0.1 6,445 

銀行業（1.1％）    
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 15.9 － － 
三井住友フィナンシャルグループ 1.7 1.5 5,527 

証券、商品先物取引業（1.0％）    
ＳＢＩホールディングス 1.5 2.2 5,071 

保険業（2.4％）    
東京海上ホールディングス 2.1 2.1 11,852 

その他金融業（1.1％）    
オリックス 4.1 3.6 5,364 

不動産業（3.1％）    
三井不動産 － 3.1 7,291 
三菱地所 － 4 7,774 
東京建物 6.5 － － 

サービス業（9.9％）    
コシダカホールディングス 4.5 2.7 4,147 
エス・エム・エス 1 2.8 6,666 
パーソルホールディングス 3.7 － － 
綜合警備保障 1.2 － － 
ツクイ 6.3 － － 
エムスリー 2.2 3.4 7,667 
電通 0.8 － － 
オリエンタルランド － 0.6 8,715 
リクルートホールディングス － 2.8 10,122 
グレイステクノロジー － 1.4 3,945 
リログループ 0.8 1.3 3,601 
エイチ・アイ・エス 1.6 － － 
カナモト 2.4 1.4 3,774 

合  計 

 千株 千株 千円 

株 数 ・ 金 額 211 137 491,757 

銘 柄 数<比率> 74銘柄 65銘柄 ＜97.8％＞ 

（注） 銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の
比率。 

（注） 合計欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
（注） 株数・評価額の単位未満は切捨て。ただし個別銘柄の株数が

単位未満の場合は小数で記載。 
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投資信託財産の構成（2019年８月５日現在） 

 

項            目 
当      期      末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

株 式 491,757 96.2 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 19,522 3.8 

投 資 信 託 財 産 総 額 511,279 100.0 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

資産、負債、元本および基準価額ならびに損益の状況 

 
資産、負債、元本および基準価額の状況 

2019年８月５日現在 

項     目 当  期  末 

(A) 資 産 511,279,042円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 14,977,689 

 株 式 (評価額) 491,757,200 

 未 収 入 金 4,044,958 

 未 収 配 当 金 499,195 

(B) 負 債 8,709,215 

 未 払 金 4,185,380 

 未 払 信 託 報 酬 4,494,685 

 未 払 利 息 28 

 そ の 他 未 払 費 用 29,122 

(C) 純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 502,569,827 

 元 本 569,682,475 

 次 期 繰 越 損 益 金 △  67,112,648 

(D) 受 益 権 総 口 数 569,682,475口 

 １万口当たり基準価額 (Ｃ／Ｄ) 8,822円 

（注） 期首元本額 632,466,111円 
期中追加設定元本額 1,756,817円 
期中一部解約元本額 64,540,453円 

（注） 元本の欠損 
当期末現在、純資産総額は元本を下回っており、その差額は
67,112,648円です。 

（注） １口当たり純資産額は0.8822円です。 

損益の状況 
当期 自2019年２月６日 至2019年８月５日 

項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 5,479,877円 

 受 取 配 当 金 5,484,471 

 そ の 他 収 益 金 185 

 支 払 利 息 △      4,779 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 13,849,932 

 売 買 益 35,630,104 

 売 買 損 △ 49,480,036 

(C) 信 託 報 酬 等 △  4,524,007 

(D) 当 期 損 益 金 (Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 12,894,062 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △ 70,335,492 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 16,116,906 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   13,031,418) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (    3,085,488) 

(G) 合 計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 67,112,648 

(H) 収 益 分 配 金 0  
 次期繰越損益金 (Ｇ＋Ｈ) △ 67,112,648 

 追 加 信 託 差 損 益 金 16,116,906 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   13,031,418) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (    3,085,488) 

 分 配 準 備 積 立 金 1,915,182 

 繰 越 損 益 金 △ 85,144,736 

（注） 損益の状況の中で 
(B) 有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含み

ます。 
(C)信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含

めて表示しています。 
(F) 追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差引いた差額分をいいます。 
 
分配金の計算過程 
計算期間末における費用控除後の配当等収益（955,870円）、費用控除後の有価証券売買等損益（０円）、収益調整金（13,031,418円）およ
び分配準備積立金（959,312円）より、分配対象収益は14,946,600円（1万口当たり262円）となりましたが、当期の分配は見送らせていただ
きました。 
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分配金のご案内 

 
分配金および分配原資の内訳 （単位：円・％、１万口当たり・税引前）

項目 

当期 

2019年２月６日 
～2019年８月５日 

当期分配金  0 

 （対基準価額比率） － 

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額  262 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、

ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金

と一致しない場合があります。 
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